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(57)【要約】
　基本単位として、複数の、カソード/セパレータ/アノ
ード構造に構築されたプルセルを、連続的な長さを有す
るセパレータシート上に配置し、さらに単位電極または
バイ-セルをセパレータシート上に配置し、該プルセル
及び単位電極または該バイ-セルを巻き上げ、電極アセ
ンブリーの外側をそれぞれ形成する最も外側にある電極
にアノードが位置する構造に構築された積重/折り重ね
型電極アセンブリーを連続的に製造する方法であって、
該方法が、カソードシート、アノードシート、第一セパ
レータシート、及び第二セパレータシートを連続的に供
給して該単位電池を製造し、該単位電池を該第二セパレ
ータシート上に第一段階から第ｎ段階まで連続的に配置
し、該単位電池を巻き上げる工程、それぞれの段階で、
カソードタブ及びアノードタブを、該カソードタブ及び
アノードタブが互いに対向するように配置し、同じ極性
を有する電極タブ同士が該巻き上げた電極アセンブリー
の予め決められた位置に全て一緒に配置されるように、
同じ極性を有する電極タブ同士を、該電極タブ同士が互
いに対向した状態で、隣接する段階間で配置する工程、



(2) JP 2010-532545 A 2010.10.7

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　連続的な長さを有するセパレータシート上に、基本単位として、カソード/セパレータ/
アノード構造に構築された複数のプルセルを配置し、
　前記セパレータシート上に単位電極またはバイ-セルをさらに配置し、
　前記プルセル及び単位電極または前記バイ-セルを巻き上げ、それぞれ、電極アセンブ
リーの外側を形成する最上電極及び最下電極(最も外側にある電極) にアノードが配置さ
れてなる構造に構築されてなる積重/折り重ね型電極アセンブリーを連続的に製造する方
法であって、
　前記方法が、
　カソード活性材料が塗布されている電極シート(カソードシート)と、アノード活性材料
が塗布されている電極シート(アノードシート)と、プルセルまたはバイ-セルのカソード
とアノードとの間に配置されるセパレータシート(第一セパレータシート)と、及び単位電
池(前記プルセル、前記単位電極、及び前記バイ-セル) を巻き上げるのに使用するもう一
つのセパレータシート(第二セパレータシート)を連続的に供給して前記単位電池を製造し
、前記単位電池を前記第二セパレータシート上に第一段階から第ｎ段階まで連続的に配置
し、前記単位電池を巻き上げること、
　前記カソードタブ及びアノードタブを互いに対向させ、前記カソードタブ及びアノード
タブをそれぞれの段階で配置し、及び、前記カソードタブ及びアノードタブを互いに対向
させ、同じ極性を有する電極タブ同士を隣接する段階間で配置し、前記同じ極性を有する
電極タブ同士が前記巻き上げた電極アセンブリーの予め決められた位置に全て一緒に配置
すること、並びに
　奇数の電極(「奇数電極」)を2個の電極シートから、及び偶数の電極(「偶数電極」)を
１個の電極シートから供給することを含んでなる、方法。
【請求項２】
　前記単位電極または前記バイ-セルが、巻き上げの開始点である前記第一段階、巻き上
げの終点である第n-1段階、または前記第n段階で配置されてなる、請求項１に記載の方法
。
【請求項３】
　前記単位電極が、選択された段階に配置される、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　アノードである単位電極或いは、下側電極がアノードであるプルセルまたはバイ-セル
が、前記第二セパレータシート上に、巻き上げの終点である前記第n-1段階及び前記第n段
階に配置されてなる、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第一単位電池が、前記第二セパレータシートにより取り囲まれた際に、前記第一単
位電池が、前記第二単位電池の上になり、及び
　前記第一及び第二単位電池の対向する電極が、前記第一単位電池と前記第二単位電池と
の間に定められた領域において、反対の電極構造を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第二セパレータシート上の、前記第一単位電池が位置する前記第一段階と、前記第
二単位電池が位置する前記第二段階との間に、単位電池のサイズに対応する間隔区域が形
成されてなる、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記第二セパレータシート上の、前記第一単位電池が位置する第一段階の前に、単位電
池のサイズに対応する間隔区域が形成されてなる、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記第一単位電池の下側電極及び前記第二単位電池の上側電極が反対の極性を有し、前
記第二単位電池の下側電極及び前記第四単位電池の上側電極が反対の極性を有し、前記第
三単位電池の下側電極及び前記第五単位電池の上側電極が反対の極性を有する、請求項６
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に記載の方法。
【請求項９】
　前記第一単位電池の上側電極及び前記第二単位電池の上側電極が反対の極性を有し、前
記第二単位電池の下側電極及び前記第四単位電池の上側電極が反対の極性を有し、前記第
三単位電池の下側電極及び前記第五単位電池の上側電極が反対の極性を有する、請求項７
に記載の方法。
【請求項１０】
　前記プルセルが前記第一段階に配置され、前記隣接する単位電池間の前記隣接する単位
電池の前記上側及び下側電極が反対の極性を有するように、前記第二及びその後に続く段
階で、前記プルセルが交互に配置される、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記単位電極が前記第一段階に配置され、前記隣接する単位電池間の前記隣接する単位
電池の前記上側及び下側電極が同じ極性を有するように、前記第二及びその後に続く段階
で、前記プルセルが、電極の向きを等しくする様式で配置される、請求項１に記載の方法
。
【請求項１２】
　アノードである単位電極またはＣ型バイ-セルが前記第n段階に配置される、請求項１０
に記載の方法。
【請求項１３】
　前記間隔区域が前記第一段階の前に形成され、次いで巻き上げ工程を行う構造で、前記
第一段階における前記プルセルの前記下側電極がアノードであり、配置される前記プルセ
ルの数が奇数である場合、及び前記第一段階における前記プルセルの前記下側電極がカソ
ードであり、配置される前記プルセルの数が偶数である場合、アノードである単位電極が
前記第n段階に配置される、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第一段階の前に間隔区域を形成し、次いで巻き上げ工程を行う構造で、前記第一段
階における前記プルセルの前記下側電極がアノードであり、配置される前記プルセルの数
が偶数である場合、及び前記第一段階における前記プルセルの前記下側電極がカソードで
あり、配置される前記プルセルの数が奇数である場合、Ｃ型バイ-セルが前記第n段階に配
置される、請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　前記単位電極として、カソードが前記第一段階に配置される場合、前記下側電極がカソ
ードである前記プルセルが、前記第二及びそれに続く段階で電極の向きを等しくする様式
で配置される、請求項１１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記単位電極として、アノードが前記第一段階に配置される場合、前記下側電極がアノ
ードである前記プルセルが、前記第二及びそれに続く段階で電極の向きを等しくする様式
で配置される、請求項１１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記電極アセンブリーが、前記カソードタブが全て一緒に前記電極アセンブリーの右側
の上側末端または左側の上側末端に配置され、前記アノードタブが全て一緒に前記電極ア
センブリーの左側の上側末端または右側の上側末端に配置される構造に構築される、請求
項１に記載の方法。
【請求項１８】
　(1)電極活性材料を、連続的な長さを有する電極集電装置に、タブを形成する区域を除
いて塗布して電極シートを製造し、前記電極シートが、電極の数が偶数である1個の電極
シート(「偶数電極シート」)及び電極の数が奇数である2個の電極シート(「奇数電極シー
ト」)を包含し、
　(2)工程(1)で製造された前記電極シートの、タブが形成される区域をパンチ加工し、
　(3)前記電極タブが工程(2)で形成されている前記奇数電極シートを2基の供給装置を通
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してそれぞれ供給し、前記偶数電極シート及び前記第一セパレータシートをそれぞれの供
給装置を通して供給し、予め決められたサイズの単一電極及び予め決められたサイズのセ
パレータを製造し、
　(4)工程(3)で製造された前記単一電極及び前記セパレータを使用し、前記電極アセンブ
リーを構成する単位電池を形成し、前記単位電池を、連続的な長さを有する前記第二セパ
レータシート上に、向きが予め決められた様式で配置し、及び
　(5)第一段階に配置された前記単位電池を前記第二セパレータシートで1回巻き上げ、前
記第二セパレータシートを前記第二単位電池から、隣接する単位電池が配置されている外
側に向けて折り重ね、残りの単位電池を次々に積み重ねることをさらに含んでなる、請求
項１に記載の方法。
【請求項１９】
　前記偶数電極シートが、前記電極タブが前記隣接する段階に対称的に配置される位置に
形成された2個の単一電極が、反復的に対で形成される構造に構築される、請求項１８に
記載の方法。
【請求項２０】
　2個の前記奇数電極シートが、全ての電極タブが同じ方向に配置されている単一電極が
連続的に形成される構造に構築された第一電極シートと、及び全ての電極タブが反対方向
に配置されている単一電極が連続的に形成される構造に構築された第二電極シートを包含
し、
　前記第一電極シート及び前記第二電極シートが、第一供給装置及び第二供給装置を通し
てそれぞれ供給される、請求項１８に記載の方法。
【請求項２１】
　各奇数電極シートの前記第一段階に位置する前記単一電極の前記電極タブ方向が、前記
偶数電極シートの前記第一段階に位置する前記単一電極の前記電極タブ方向と反対になる
ように、前記偶数電極シートの前記第一段階に位置する前記単一電極の電極タブ方向と反
対の位置に電極タブが形成される前記電極シートで始まり、前記第一電極シート及び前記
第二電極シートが交互に供給される、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　前記2個の奇数電極シートが、電極タブが反対方向に配置されている2個の単一電極が連
続的に対で形成される構造に構築された電極シート(「主要電極シート」)、及び前記主要
電極シートの開始点に形成された前記電極の前記電極タブと同じ方向に電極タブが配置さ
れている単一電極が連続的に形成される構造に構築された別の電極シート(「補助電極シ
ート」)を包含し、前記主要電極シート及び前記補助電極シートが第一供給装置及び第二
供給装置を通してそれぞれ供給される、請求項１８に記載の方法。
【請求項２３】
　請求項１～２２のいずれか一項に記載の方法により製造された電極アセンブリーであっ
て、
　基本単位として複数のプルセル、及び単位電極またはバイ-セルを、それらの間にセパ
レータシートを配置した状態で積み重ね、アノードを前記電極アセンブリーの最も外側に
ある電極に配置し、同じ極性を有する電極タブを全て一緒に予め決められた位置に配置す
る、電極アセンブリー。
【請求項２４】
　請求項２３に記載の電極アセンブリーを包含して構築された、電気化学的電池。
【請求項２５】
　前記電池が二次バッテリーである、請求項２４に記載の電気化学的電池。
【発明の詳細な説明】
【発明の分野】
【０００１】
　本発明は、積重/折り重ね型電極アセンブリーの製造方法に関し、より詳しくは、カソ
ードシート、アノードシート、第一セパレータシート、及び第二セパレータシートを連続
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的に供給して単位電池を製造し、該単位電池を該第二セパレータシート上に第一段階から
第ｎ段階まで連続的に配置し、該単位電池を巻き上げる工程、それぞれの段階で、カソー
ドタブ及びアノードタブを、該カソードタブ及びアノードタブが互いに対向するように配
置し、同じ極性を有する電極タブ同士が該巻き上げた電極アセンブリーの予め決められた
位置に全て一緒に配置されるように、同じ極性を有する電極タブ同士を、隣接する段階間
で該電極タブ同士が互いに対向した状態で、配置する工程、及び奇数の電極(「奇数電極
」)を2個の電極シートから、及び偶数の電極(「偶数電極」)を１個の電極シートから供給
する工程を包含する、電極アセンブリーの製造方法に関する。
【発明の背景】
【０００２】
　可動装置が益々多く開発され、そのような可動装置の需要が増加するにつれて、それら
の可動装置用のエネルギー源としてバッテリーの需要も急速に増加している。従って、様
々な必要性に対応するバッテリーに多くの研究がなされている。
【０００３】
　バッテリーの形状に関して、携帯電話のような製品に応用するのに十分に薄いプリズム
形二次バッテリーまたは小袋形二次バッテリーの需要が非常に高い。バッテリー用の材料
に関しては、リチウム二次バッテリー、例えば高エネルギー密度、高放電電圧、及び高出
力安定性を有するリチウムイオンバッテリー及びリチウムイオン重合体バッテリー、の需
要が非常に高い。
【０００４】
　さらに、二次バッテリーは、カソード/セパレータ/アノード構造を有する電極アセンブ
リーの構造に基づいて分類することができる。例えば、電極アセンブリーは、長シート型
カソード及び長シート型アノードを、カソードとアノードとの間にセパレータをそれぞれ
配置した状態で巻き上げたゼリーロール(巻き上げ)型構造、予め決められたサイズを有す
る複数のカソード及びアノードを順次積み上げ、カソードとアノードとの間にそれぞれセ
パレータを配置した積重構造に構築することができる。
【０００５】
　しかし、従来の電極アセンブリーには幾つかの問題がある。
【０００６】
　第一に、ゼリー-ロール型電極アセンブリーは、長シート型カソード及び長シート型ア
ノードを緊密に巻き上げることにより製造される結果、ゼリー-ロール型電極アセンブリ
ーは、断面が円形または長円形である。従って、バッテリーの充電及び放電の際の電極の
膨脹及び収縮により発生した応力が電極アセンブリー中に蓄積し、その応力蓄積が特定の
限界を超えると、電極アセンブリーは変形することがある。電極アセンブリーの変形によ
り、電極間に不均一な隙間が生じる。その結果、バッテリーの性能が急速に低下し、バッ
テリーの内部短絡により、バッテリーの安全性が確保されない。さらに、長シート型カソ
ード及び長シート型アノードを、カソードとアノードとの間の隙間を一様に維持しながら
急速に巻き上げることは困難であるため、生産性が低下する。
【０００７】
　第二に、積重型電極アセンブリーは、複数の単位カソード及び複数の単位アノードを順
次積み重ねることにより、製造される。その結果、単位カソード及び単位アノードの製造
に使用する電極プレートを移動させる工程がさらに必要になる。さらに、連続的な積み重
ね工程を行うには、非常に多くの時間及び努力が必要であり、その結果、生産性が低下す
る。
【０００８】
　これらの問題を解決するために、ゼリー-ロール型電極アセンブリーと積重型電極アセ
ンブリーの組合せである積重/折り重ね型電極アセンブリーが開発されている。積重/折り
重ね型電極アセンブリーは、予め決められたサイズを有する複数のカソード及びアノード
を、カソードとアノードとの間にセパレータをそれぞれ配置して連続的に積み重ね、バイ
-セルまたはフル-セルを構成し、次いで複数のバイ-セルまたは複数のフル-セルを、バイ
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-セルまたはフル-セルが長いセパレータシート上に配置された状態で巻き上げる構造に構
築される。積重/折り重ね型電極アセンブリーの詳細は、本出願者の名前で提出された韓
国公開特許出願第2001-0082058号、第2001-0082059号、及び第2001-0082060号の各明細書
に開示されている。
【０００９】
　図1及び2は、従来の、そのようなプルセル(pull-cell)を基本単位として包含する積重/
折り重ね型電極アセンブリーの代表的な構造及び積重/折り重ね型電極アセンブリーの製
造方法をそれぞれ典型的に例示する。
【００１０】
　これらの図に関して、単位電池として、カソード、セパレータ、及びアノードが連続的
に配置された構造に構築された複数のプルセル10、11、12、13、14．．．を、セパレータ
シート20がそれぞれのプルセル間に配置されるように、積み重ねる。セパレータシート20
は、それぞれのプルセルを取り囲むのに十分な単位長さを有する。セパレータシート20を
、単位長さ毎に内側に折り曲げ、中央のプルセル10から最も外側にあるプルセル14に向け
て、それぞれのプルセルを連続的に取り囲む。次いで、セパレータシート20の末端を溶接
または接着剤テープ25により固定する。
【００１１】
　積重/折り重ね型電極アセンブリーは、例えば、プルセル10、11、12、13、14．．．を
長いセパレータシート20の上に配置し、プルセル10、11、12、13、14．．．を、セパレー
タシート20の一端21から連続的に巻き上げることにより、製造される。
【００１２】
　単位電池としてのプルセルの組合せを注意深く観察すると、第一のプルセル10及び第二
のプルセル11は、少なくとも一個のプルセルに相当する幅に等しい間隔で互いに分離され
ている。従って、巻き上げ工程の際、第一プルセル10の外側は、セパレータシート20によ
り取り囲まれ、次いで、第一プルセル10の下側電極が第二プルセル11の上側電極と接触す
る。
【００１３】
　第二プルセル及びその後に続くプルセル11、12、13、14．．．を巻き上げにより連続的
積み重ねる際、セパレータシート20の取り囲む長さは増加し、従って、プルセル間の間隔
が巻き上げ方向で次第に増加するようにプルセルを配置する。
【００１４】
　また、プルセルを巻き上げる際、プルセルのカソードは、対応するプルセルのアノード
に面する必要がある。従って、第一プルセル10及び第二プルセル11は、上側電極がカソー
ドのプルセルであり、第三プルセル12は、上側電極がアノードのプルセルであり、第四プ
ルセル13は、上側電極がカソードのプルセルであり、第五プルセル14は、上側電極がアノ
ードのプルセルである。すなわち、第一プルセル10を除いて、上側電極がカソードである
プルセル及び上側電極がアノードであるプルセルが交互に配置される。
【００１５】
　従って、積重/折り重ね型電極アセンブリーは、ゼリー-ロール型電極アセンブリー及び
積重型電極アセンブリーり欠点をかなり補償する。しかし、アノードにおける樹枝状結晶
成長(dendritic growth)を防止するには、電極アセンブリーに含まれるアノード数は、電
極アセンブリーに含まれるカソードの数より大きいことが好ましい。電極アセンブリーが
、アノードが電極アセンブリーの最も外側の電極に位置し、カソードタブおよびアノード
タブが互いに対向する構造に製造される場合、単位電極の総数は、単一電極アセンブリー
のどの電極に対しても奇数である。従って、電極アセンブリーを一連の連続的工程により
製造する場合、そのような奇数の電極は、各電極アセンブリーを製造する際に、1個だけ
残される。その結果、その単位電極は必然的に廃棄されるので、電極アセンブリーの製造
コストが増加する。
【００１６】
　結論として、積重/折り重ね型電極アセンブリーは、バッテリーの作動性能及び安全性
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の観点から好ましい。しかし、積重/折り重ね型電極アセンブリーは、バッテリーの製造
コスト及び生産性の観点で不利である。従って、上記の欠点を補いながら、バッテリーの
より高い生産性及び作動性能を与えることができる電極アセンブリーの製造方法が強く求
められている。
【００１７】
　さらに、Bluetooth系可動装置は、非常に小型の二次バッテリーを必要とする。従って
、基本単位としてプルセルを使用する非常に小型の電極アセンブリーを製造する技術が強
く求められている。
【発明の概要】
【００１８】
　従って、本発明は、上記の問題及び他の未解決の技術的問題を解決するためになされた
ものである。
【００１９】
　上記の問題を解決するための、様々な広範囲で集中的な研究及び実験の結果、本発明者
らは、電極シート及びセパレータシートを連続的に供給して単位電池を製造し、単位電池
をセパレータシート上に連続的に配置し、単位電池を巻き上げ、同じ極性を有する電極タ
ブ同士が巻き上げた電極アセンブリーの予め決められた位置に一緒に配置されるように、
電極アセンブリーを構築し、奇数の電極を2個の電極シートから、偶数の電極を1個の電極
シートから供給し、アノードが電極アセンブリーの最も外側にある電極に位置する構造に
構築された電極アセンブリーを製造する場合、電極の損失を根本的に防ぎ、それによって
、電極アセンブリーの製造コストを大きく下げることができ、さらに、電極アセンブリー
の製造に使用する単位電池を一連の連続工程を通して供給し、配置することにより、製造
効率を最大にできることを見出した。本発明は、これらの知見に基づいて完成された。
【００２０】
　本発明の一態様により、上記の、及び他の目的は、基本単位として、複数の、カソード
/セパレータ/アノード構造に構築されたプルセルを、連続的な長さを有するセパレータシ
ート上に配置し、さらに単位電極またはバイ-セルをセパレータシート上に配置し、該プ
ルセル及び単位電極または該バイ-セルを巻き上げ、電極アセンブリーの外側をそれぞれ
形成する最も上及び最も下の電極(最も外側にある電極) にアノードが位置する構造に構
築された積重/折り重ね型電極アセンブリーを連続的に製造する方法であって、該方法が
、カソード活性材料が塗布されている電極シート(カソードシート)、アノード活性材料が
塗布されている電極シート(アノードシート)、プルセルまたはバイ-セルのカソードとア
ノードとの間に配置されるセパレータシート(第一セパレータシート)、及び単位電池(プ
ルセル、単位電極、及びバイ-セル) を巻き上げるのに使用するもう一つのセパレータシ
ート(第二セパレータシート)を連続的に供給して該単位電池を製造し、該単位電池を該第
二セパレータシート上に第一段階から第ｎ段階まで連続的に配置し、該単位電池を巻き上
げること、それぞれの段階で、カソードタブ及びアノードタブを、該カソードタブ及びア
ノードタブが互いに対向するように配置し、同じ極性を有する電極タブ同士が該巻き上げ
た電極アセンブリーの予め決められた位置に全て一緒に配置されるように、同じ極性を有
する電極タブ同士を、該電極タブ同士が互いに対向した状態で、隣接する段階間で配置す
ること、及び奇数の電極(「奇数電極」)を2個の電極シートから、及び偶数の電極(「偶数
電極」)を１個の電極シートから供給することを含んでなる、方法を提供することにより
、達成される。
【００２１】
　上記の方法により電極アセンブリーを製造する場合、電極アセンブリーは、プルセルが
基本単位として使用され、電極タブが互いに対向する構造に構築されるが、奇数の電極は
2個の電極シートから供給され、従って、電極の損失を防ぎながら電極アセンブリーを一
連の連続的工程で製造し、それによって、製造効率を大きく改良し、電極アセンブリーの
製造コストを大幅に下げることができる。
【００２２】
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　本明細書では、用語「単位電極」は、カソードまたはアノード構造の電極を意味する。
従って、単位電極自体が単位電池を構成する場合、その単位電池は、プルセルまたはバイ
-セル構造ではなく、ただ1個の電極を包含する電池を意味する。特定段階における単位電
池が単位電池である場合、その単位電池自体が下側電極(セパレータシートに接触してい
る電極)であり、同時に、上側電極でよい。
【００２３】
　従って、以下に特に区別して説明する場合を除いて、用語「下側電極」または「上側電
極」は、単位電極自体ならびにプルセルまたはバイ-セルの下側電極または上側電極を包
含する概念として使用する。
【００２４】
　また、本明細書では、用語「単一電極」は、単位電池を製造するために電極シートから
予め決められたサイズに切断すべき電極、または電極シートから切断した電極を意味する
。この場合、単一電極は、単位電池としてプルセルまたはバイ-セルを製造するために予
め決められたサイズに切断されたカソードまたはアノードとして使用することができる。
あるいは、単一電極自体を、単位電池の単位電極として使用することができる。
【００２５】
　基本単位としてのプルセルには、そのプルセルが、単位電池の上側電極及び下側電極が
異なった極性を有する構造に構築される限り、特に制限は無い。例えば、プルセルは、i)
カソード/セパレータ/アノード積重構造またはii)カソード/セパレータ/アノード/セパレ
ータ/カソード/セパレータ/アノード積重構造に構築することができる。好ましくは、プ
ルセルは、カソード/セパレータ/アノード積重構造に構築する。プルセルを第二セパレー
タシート上に配置した状態で巻き上げるプルセルの数は、様々なファクター、例えばそれ
ぞれのプルセルの構造、最終的に製造するバッテリーに必要な容量、等に応じて決定する
ことができる。好ましくは、プルセルの数は6～30である。
【００２６】
　バイ-セルは、同じ電極がその対向する側に位置する構造、例えばカソード/セパレータ
/アノード/セパレータ/カソード積重構造またはアノード/セパレータ／カソード/セパレ
ータ/アノード積重構造に構築された単位電池を意味する。バイ-セルを構成するカソード
、アノード、及びセパレータの数には、電池の対向する側に位置する電極が同じ極性を有
する限り、特に制限は無い。バイ-セルは、アノード/セパレータ／カソード/セパレータ/
アノード積重構造、すなわちアノードが電池の対向する側に位置する構造、に構築された
(Ｃ型バイ-セル)、またはカソード/セパレータ/アノード/セパレータ/カソード積重構造
、すなわちカソードが電池の対向する側に位置する構造、に構築された(Ａ型バイ-セル)
に分類することができる。Ｃ型バイ-セルの代表的な例を図3に示す。
【００２７】
　以下に説明するように、カソードまたはアノードの数は、アノードが単位電池の最も外
側にある電極に位置するという構造的な特徴を考慮して、奇数でなければならない。従っ
て、単位電極またはバイ-セルは、少なくとも一個の単位電池を構成する必要がある。こ
の時、単位電極またはバイ-セルは、単位電極またはバイ-セルの製造効率を改良するため
には、巻き上げの開始点である第一段階、巻き上げの終点である第n-1段階、または第n段
階に位置するのが好ましい。実際の製造工程に適用できる実質的な効果を考慮し、単位電
極は、選択された段階に位置するのがより好ましい。
【００２８】
　本発明の電極アセンブリーは、アノードができれば比較的大きな区域を占めるように、
アノードが、電極アセンブリーの外側を構成する最も外側にある電極に位置する構造に構
築する。これによって、リチウム二次バッテリーに関して、バッテリーの充電及び放電の
際の、アノードにおけるリチウム金属の樹枝状晶成長を最大限に抑制(retrain)すること
ができる。
【００２９】
　このためには、アノードである単位電極または下側電極がアノードであるバイ-セルま
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たはプルセルを、連続的長さを有する第二セパレータシート上に、巻き上げの終点である
第n-1段階及び第n段階に配置するのが好ましい。
【００３０】
　具体的には、巻き上げを、単位電池が、第一段階にある単位電池から第n段階にある単
位電池に向かって、第二セパレータシートにより取り囲まれるように、第二セパレータシ
ートを内側に向けて曲げる様式で行う場合、第n-1段階に位置する単位電池の下側電極が
、電極アセンブリーの最上部の電極を構成し、第n段階に位置する単位電池の下側電極が
、電極アセンブリーの最下部の電極を構成する。従って、アノードは、電極アセンブリー
の最も外側にある電極に位置する。
【００３１】
　また、本発明により単位電池を、第二セパレータシート上に位置する状態で巻き上げる
場合、セパレータシートをそれぞれの単位電池同士の間に配置する。従って、第二セパレ
ータシートをそれぞれの単位電池同士の間に配置した状態で、カソード及び対応するアノ
ードが互いに向き合うように、それぞれの単位電池を積み重ねる必要がある。
【００３２】
　このためには、第一単位電池が第二セパレータシートにより取り囲まれた状態で、第一
単位電池が第二単位電池の上になり、第一及び第二単位電池の対向する電極が、第一単位
電池と第二単位電池との間に定められた領域で、反対の電極構造を有することが必要であ
る。
【００３３】
　第一の条件を満たすために、第二セパレータシート上の、第一単位電池が位置する第一
段階と、第二単位電池が位置する第二段階との間に、単位電池のサイズに対応する間隔区
域を形成する必要があるか、あるいは第二セパレータシート上の、第一単位電池が位置す
る第一段階の前に、単位電池のサイズに対応する間隔区域を形成する必要がある。これに
よって、巻き上げ工程の際、第一単位電池が第二セパレータシートにより取り囲まれた状
態で、第一単位電池が第二単位電池の上になる。
【００３４】
　第二の条件を満たすために、間隔区域の位置を考慮して、単位電池の下側電極及び上側
電極の配置を決定する必要がある。例えば、第一段階と第二段階との間に間隔区域を形成
した状態で巻き上げ工程を行う場合、電極アセンブリーを、第一単位電池の下側電極及び
第二単位電池の上側電極が反対の極性を有し、第二単位電池の下側電極及び第四単位電池
の上側電極が反対の極性を有し、第三単位電池の下側電極及び第五単位電池の上側電極が
反対の極性を有する構造に構築する必要がある。他方、第一段階の前に間隔区域を形成し
た状態で巻き上げ工程を行う場合、第一単位電池の上側電極及び第二単位電池の上側電極
が反対の極性を有することを除いて、上に説明した構造におけるのと同じ構造で電極アセ
ンブリーを構築する必要がある。
【００３５】
　上記の事実を考慮し、プルセルを第二セパレータシートの第一段階に配置する (すなわ
ち第一単位電池がプルセルである) 場合、隣接する単位電池間の隣接する単位電池の上側
及び下側電極が反対の極性を有するように、第二及びその後に続く段階でプルセルを交互
に配置するのが好ましい。他方、単位電極を第一段階に配置する場合、隣接する単位電池
間の隣接する単位電池の上側及び下側電極が同じ極性を有するように、第二及びその後に
続く段階でプルセルを電極の向きを等しくする様式で配置するのが好ましい。
【００３６】
　プルセルを第一段階に配置する場合、例えば、アノードである単位電極またはＣ型バイ
-セルを第n段階に配置し、アノードを第n-1段階及び第n段階における下側電極に配置する
ことができる。この時、第一段階の前に間隔区域を形成する構造では、第一段階における
プルセルの下側電極がアノードであり、配置されるプルセルの数が奇数である場合、及び
第一段階におけるプルセルの下側電極がカソードであり、配置されるプルセルの数が偶数
である場合、アノードである単位電極を第n段階に配置することができる。他方、第一段
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階におけるプルセルの下側電極がアノードであり、配置されるプルセルの数が偶数である
場合、及び第一段階におけるプルセルの下側電極がカソードであり、配置されるプルセル
の数が奇数である場合、Ｃ型バイ-セルを第n段階に配置することができる。
【００３７】
　上の説明では、第一段階の前に間隔区域を形成した状態で、巻き上げ工程を行う。他方
、第一段階と第二段階の間に間隔区域を形成した状態で、巻き上げ工程を行う場合、第一
段階におけるプルセルの上側及び下側電極が逆転するように、第一段階におけるプルセル
を反転させた状態で、同じ構造を適用することができる。
【００３８】
　一方、単位電極を第二セパレータシート上の第一段階に配置する場合、間隔区域の位置
に関係なく、同じ構造を適用することができる。具体的には、単位電極を第一段階に配置
した時に、アノードが第n段階及び第n-1段階の下側電極に位置するには、単位電極として
のカソードが第一段階に配置される場合、下側電極がカソードであるプルセルを第二及び
それに続く段階で同じ電極の向きを有する様式で配置する。他方、単位電極としてのアノ
ードが第一段階に配置される場合、下側電極がアノードであるプルセルを第二及びそれに
続く段階で電極の向きを等しくする様式で配置する。
【００３９】
　上記の定義中、同じ極性を有する電極タブが全て一緒に、巻き上げた電極アセンブリー
の予め決められた位置にある構造とは、例えば、全てのカソードタブが一緒に電極アセン
ブリーの右側の上側末端に位置し、全てのアノードタブが一緒に電極アセンブリーの左側
の上側末端に位置し、それによって、電極タブがカソードリード線及びアノードリード線
にそれぞれ連結している構造を意味する。このためには、上に定義したように、カソード
タブ及びアノードタブが、第二セパレータシートの各段階で互いに対向するように配置さ
れる、例えば、カソードタブ及びアノードタブが、右側の上側末端及び左側の上側末端に
配置され、同じ極性を有する電極タブが、隣接する段階間で、電極タブが互いに対向する
ように配置される。従って、任意の段階で、カソードタブが右側の上側末端に位置し、ア
ノードタブが左側の上側末端に位置する場合、その隣接する段階では、カソードタブは左
側の上側末端に位置し、アノードタブは右側の上側末端に位置する。
【００４０】
　本発明では、奇数の電極(例えばカソード)が2個の電極シートから供給される。電極シ
ートを供給するための供給装置には、特に制限は無い。例えば、奇数電極用の供給装置は
、1個の電極シートから供給される偶数電極(例えばアノード)用の供給装置の上及び下、
あるいは左及び右側に配置することができる。また、セパレータシート供給装置は、奇数
電極シートと偶数電極シートとの間に配置することができる。
【００４１】
　好ましい実施態様では、本発明の製造方法は、(1)電極活性材料を、連続的な長さを有
する電極集電装置に、タブを形成する区域を除いて塗布して電極シートを製造し、該電極
シートは、電極の数が偶数である1個の電極シート(「偶数電極シート」)及び電極の数が
奇数である2個の電極シート(「奇数電極シート」)を包含すること、(2)工程(1)で製造し
た該電極シートの、タブを形成する区域をパンチ加工すること、(3)該電極タブが工程(2)
で形成されている該奇数電極シートを2基の供給装置を通してそれぞれ供給し、偶数の電
極シート及び第一セパレータシートをそれぞれの供給装置を通して供給し、予め決められ
たサイズの単一電極及び予め決められたサイズのセパレータを製造すること、(4)工程(3)
で製造された該単一電極及び該セパレータを使用して電極アセンブリーを構成する単位電
池を形成し、該単位電池を、連続的な長さを有する第二セパレータシート上に、向きが予
め決められた様式で配置すること、及び(5)第一段階に配置された該単位電池を該第二セ
パレータシートで1回巻き上げ、該第二セパレータシートを該第二単位電池から、隣接す
る単位電池が配置されている外側に向けて折り重ね、残りの単位電池を次々に積み重ねる
ことをさらに含んでなる。
【００４２】
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　状況に応じて、工程(3)及び工程(4)は、同時に行うことができる。
【００４３】
　工程(1)で、各電極シートのタブを形成する区域には、特に制限は無い。好ましくは、
タブは、予め決められたサイズに切断した単一電極上部の左及び右側に形成する。
【００４４】
　また、同じ極性を有する電極タブは、巻き上げた電極アセンブリーの予め決められた位
置に全て一緒に配置されるように、隣接する段階間で互いに対向する。好ましくは、偶数
の電極シートは、電極タブが隣接する段階に対称的に配置される位置に形成された2個の
単一電極が反復的に対で形成される構造に構築する。従って、タブの方向が対称的である
単一電極が連続的に単位電池に供給され、それによって、同じ極性を有する電極タブが隣
接する段階間で互いに向き合う。
【００４５】
　好ましい実施態様では、2個の奇数の電極シートが、全ての電極タブが同じ方向に配置
されている単一電極が連続的に形成される構造に構築された第一電極シート、及び全ての
電極タブが反対方向に配置されている単一電極が連続的に形成される構造に構築された第
二電極シートを包含し、第一電極シート及び第二電極シートが、第一供給装置及び第二供
給装置を通してそれぞれ供給される。
【００４６】
　この時、カソードタブ及びアノードタブが各段階で互いに対向するようにカソードタブ
及びアノードタブを配置するには、各奇数電極シートの第一段階に位置する単一電極の電
極タブ方向が、偶数電極シートの第一段階に位置する単一電極の電極タブ方向と反対であ
ることが必要である。このためには、偶数電極シートの第一段階に位置する単一電極の電
極タブ方向と反対の位置に電極タブが形成される電極シートで始まり、第一電極シート及
び第二電極シートが交互に供給されるのが好ましい。
【００４７】
　別の好ましい実施態様では、2個の奇数電極シートが、電極タブが反対方向に配置され
ている2個の単一電極が連続的に対で形成される構造に構築された電極シート(「主要電極
シート」)、及び主要電極シートの開始点に形成された電極の電極タブと同じ方向に電極
タブが配置されている単一電極が連続的に形成される構造に構築された別の電極シート(
「補助電極シート」)を包含し、主要電極シート及び補助電極シートが第一供給装置及び
第二供給装置を通してそれぞれ供給される。
【００４８】
　この時、第二供給装置は、第一段階または第n段階に位置する単位電池に単一電極を供
給することができ、第一供給装置は、タブ方向が対称的である単一電極を残りの単位電池
に連続的に供給することができる。
【００４９】
　工程(1)で、電極活性材料を、連続的な長さを有する各電極集電装置に、タブが形成さ
れることになる区域を除いて、塗布し、電極シートを製造し、その上に単一電極が連続的
に形成される。単一電極は、カソード及びアノードに分類される。
【００５０】
　各カソードは、例えば、カソード活性材料、導電性試剤、及び結合剤の混合物をカソー
ド集電装置に、タブが形成されることになる区域を除いて、塗布、乾燥、及びプレス加工
することにより製造される。状況に応じて、この混合物に充填材を加えることができる。
【００５１】
　一般的に、カソード集電装置は、厚さが3～500μmである。カソード集電装置用には、
バッテリー中で化学的変化を引き起こさずに、高い導電率を有する限り、特に制限は無い
。例えば、カソード集電装置は、ステンレス鋼、アルミニウム、ニッケル、チタン、また
は可塑性炭素から製造することができる。あるいは、カソード集電装置は、炭素、ニッケ
ル、チタンまたは銀で表面処理したアルミニウムまたはステンレス鋼から製造することが
できる。カソード集電装置は、カソード活性材料の密着力を増加させるために、表面上に
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形成された微小の凹凸を有することができる。カソード集電装置は、様々な形態、例えば
フィルム、シート、ホイル、ネット、多孔質物体、フォーム物体、及び不織布物体、で構
築することができる。
【００５２】
　リチウム二次バッテリーには、カソード活性材料は、層状化合物、例えばリチウムコバ
ルト酸化物(ＬｉＣｏＯ２)またはリチウムニッケル酸化物(ＬｉＮｉＯ２)、または一種以
上の遷移金属で置換されている化合物、化学式Ｌｉ１＋ｘＭｎ２－ｘＯ４(ここで、x＝0
～0.33)により表されるリチウムマンガン酸化物、またはリチウムマンガン酸化物、例え
ば、ＬｉＭｎＯ３、ＬｉＭｎ２Ｏ３またはＬｉＭｎＯ２、リチウム銅酸化物(Ｌｉ２Ｃｕ
Ｏ２)、酸化バナジウム、例えばＬｉＶ３Ｏ８、ＬｉＦｅ３Ｏ４、Ｖ２Ｏ５またはＣｕ２

Ｖ２Ｏ７、化学式ＬｉＮｉ１－ｘＭｘＯ２(ここで、Ｍ＝Ｃｏ、Ｍｎ、Ａｌ、Ｃｕ、Ｆｅ
、Ｍｇ、ＢまたはＧａ、及びx＝0.01～0.3)のＮｉサイト型リチウムニッケル酸化物、化
学式ＬｉＭｎ２－ｘＭｘＯ２(ここで、Ｍ＝Ｃｏ、Ｎｉ、Ｆｅ、Ｃｒ、ＺｎまたはＴａ、
及びx＝0.01～0.1)または化学式Ｌｉ２Ｍｎ３ＭＯ８(ここで、Ｍ＝Ｆｅ、Ｃｏ、Ｎｉ、Ｃ
ｕまたはＺｎ)により表されるリチウムマンガン複合酸化物、Ｌｉが部分的にアルカリ土
類金属イオンで置換されている化学式のＬｉＭｎ２Ｏ４、二硫化化合物、またはＦｅ２(
ＭｏＯ４)３でよいが、これらに限定するものではない。
【００５３】
　導電性試剤は、一般的にカソード活性材料を包含する化合物の総重量に対して導電性試
剤が1～50重量％になるように添加する。導電性試剤が、バッテリーに化学的変化を引き
起こさずに、高い導電性を有する限り、導電性材料に特に制限は無い。例えば、グラファ
イト、例えば、天然グラファイトまたは人造グラファイト、カーボンブラック、例えばカ
ーボンブラック、アセチレンブラック、Ketjenブラック、チャンネルブラック、ファーネ
スブラック、ランプブラック及びサーマルブラック、導電性繊維、例えば炭素繊維及び金
属繊維、金属粉末、例えばフッ化炭素粉末、アルミニウム粉末及びニッケル粉末、導電性
ホイスカー、例えば酸化亜鉛及びチタン酸カリウム、導電性金属酸化物、例えば酸化チタ
ン、及びポリフェニレン誘導体を導電性試剤として使用することができる。
【００５４】
　カソード活性材料用の結合剤は、活性材料と導電性試剤との間の結合、及び集電装置と
の結合を支援する成分である。本発明の結合剤は、典型的にはカソード活性材料を包含す
る化合物の総重量に対して1～50重量％の量で添加する。結合剤の例としては、ポリフッ
化ビニリデン、ポリビニルアルコール、カルボキシメチルセルロース(CMC)、デンプン、
ヒドロキシプロピルセルロース、再生セルロース、ポリビニルピロリドン、テトラフルオ
ロエチレン、ポリエチレン、ポリプロピレン、エチレン-プロピレン-ジエンターポリマー
(EPDM)、スルホン化EPDM、スチレンブタジエンゴム、フッ素ゴム及び各種の共重合体を使
用することができる。
【００５５】
　充填材は、所望により使用する、カソードの膨脹を抑制する成分である。充填材には、
バッテリー中で化学的変化を引き起こさず、繊維状材料である限り、特に制限は無い。充
填材の例としては、オレフィン重合体、例えばポリエチレン及びポリプロピレン、及び繊
維状材料、例えばガラス繊維及び炭素繊維、を使用することができる。
【００５６】
　他方、アノードは、アノード活性材料をアノード集電装置に、タブが形成されることに
なる区域を除いて、塗布、乾燥、プレス加工することにより、製造される。状況に応じて
、前に記載した導電性試剤、結合剤、及び充填材をアノード活性材料に選択的に加えるこ
とができる。
【００５７】
　一般的に、アノード集電装置は厚さが3～500μmである。アノード集電装置には、バッ
テリー中で化学的変化を引き起こさずに、高い導電性を有する限り、特に制限は無い。例
えば、アノード集電装置は、炭素、ニッケル、チタンまたは銀で表面処理した銅またはス
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テンレス鋼、またはアルミニウム－カドミウム合金から製造することができる。カソード
集電装置と同様に、アノード集電装置は、アノード活性材料の密着力を増加させるために
、表面上に形成された微小の凹凸を有することができる。アノード集電装置は、様々な形
態、例えばフィルム、シート、ホイル、ネット、多孔質物体、フォーム物体、及び不織布
物体、で構築することができる。
【００５８】
　アノード材料としては、例えば炭素、例えばグラファイト化しない炭素またはグラファ
イト系炭素、金属複合酸化物、例えばＬｉｘＦｅ２Ｏ３（0≦ｘ≦1）、ＬｉｘＷＯ２（0
≦ｘ≦1）、ＳｎｘＭｅ１－ｘＭｅ’ｙＯｚ（Ｍｅ＝Ｍｎ、Ｆｅ、Ｐｂ、Ｇｅ、Ｍｅ’＝
Ａｌ、Ｂ、Ｐ、Ｓｉ、周期律表の1族、2族及び3族元素、ハロゲン、0＜ｘ≦1、1≦ｙ≦3
、1≦ｚ≦8）、リチウム金属、リチウム合金、ケイ素系合金、スズ系合金、金属酸化物、
例えばＳｎＯ、ＳｎＯ２、ＰｂＯ、ＰｂＯ２、Ｐｂ２Ｏ３、Ｐｂ３Ｏ４、Ｓｂ２Ｏ３、Ｓ
ｂ２Ｏ４、Ｓｂ２Ｏ５、ＧｅＯ、ＧｅＯ２、Ｂｉ２Ｏ３、Ｂｉ２Ｏ４、及びＢｉ２Ｏ５、
導電性重合体、例えばポリアセチレン、またはＬｉ－Ｃｏ－Ｎｉ系材料を使用することが
できる。
【００５９】
　プルセルまたはバイ-セルのカソードとアノードとの間に配置される第一セパレータシ
ート、及び単位電池(プルセル、単位電極、及びバイ-セル)の巻き上げに使用する第二セ
パレータシート用の材料には、第一セパレータシート及び第二セパレータシートが高い絶
縁性を示し、イオンが内部を移動できる多孔質構造に構築される限り、特に制限は無い。
セパレータ及びセパレータシートは、同じ材料または異なった材料から製造することがで
きる。
【００６０】
　各セパレータシートとして、例えば、イオン透過性が高く、機械的強度が高い絶縁性の
薄いフィルムを使用することができる。セパレータシートは、典型的には0.01～10μmの
細孔直径及び5～300μmの厚さを有する。セパレータシート用の材料としては、耐薬品性
及び疎水性のオレフィン重合体、例えばポリプロピレン、ガラス繊維またはポリエチレン
から製造されたシートまたは不織布を使用する。固体の電解質、例えば重合体、を電解質
として使用する場合、その固体電解質は、セパレータ及び電解質の両方として作用するこ
とができる。好ましくは、セパレータシートはポリエチレンフィルム、ポリプロピレンフ
ィルム、ポリエチレンフィルムとポリプロピレンフィルムの組合せにより製造される多層
フィルム、または重合体電解質またはゲル型重合体電解質用の重合体フィルム、例えばポ
リフッ化ビニリデン、ポリエチレンオキシド、ポリアクリロニトリル、またはポリフッ化
ビニリデンヘキサフルオロプロピレン共重合体から製造する。
【００６１】
　第一セパレータシートは、プルセルまたはバイ-セルを構成するための熱溶接による接
着機能を有する。他方、第二セパレータシートは、そのような接着機能を有する必要は無
いが、第二セパレータシートは、巻き上げ工程を容易に行うために、接着機能を有するの
が好ましい。好ましい実施態様では、セパレータシートは、熱溶接による接着機能を有す
る、重合体電解質用の重合体フィルムから製造し、本出願者の名前により提出された韓国
特許出願第1999-57312号明細書に開示されている、マイクロ多孔質の第一重合体層および
ポリフッ化ビニリデンクロロトリフルオロエチレン共重合体をゲル化させることにより得
られる第二重合体層を包含する。
【００６２】
　また、第二セパレータシートは、拡げて1回巻き上げた後に電極アセンブリーを取り囲
む長さを有し、シートの最も外側にある末端は、熱溶接または接着剤テープにより固定す
ることができる。例えば、熱溶接装置またはヒートプレートをセパレータシートと接触さ
せ、セパレータシート自体が熱により溶接され、次いで固定されるように、仕上げること
ができる。これによって、圧力が連続的に維持され、従って、電極とセパレータシートと
の間に安定した界面接触が達成される。
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【００６３】
　本発明の一態様で、上記の方法により製造された電極アセンブリーを提供するが、そこ
では、基本単位として複数のプルセル、及び単位電極またはバイ-セルを、それらの間に
セパレータシートを配置した状態で積み重ね、アノードを電極アセンブリーの最も外側に
ある電極に配置し、同じ極性を有する電極タブを全て一緒に予め決められた位置に配置す
る。
【００６４】
　本発明の電極アセンブリーは、低コストおよび高製造効率で製造することができる。
また、この電極アセンブリーは、アノードがアセンブリーの最も外側にある電極を構成し
、従って、アノードが比較的大きな区域を占める構造に構築されている。その結果、アノ
ードにおける樹枝状晶の成長を最大限に抑え、効果的な空間活用を達成することができる
。従って、本発明の電極アセンブリーは、電極を長期間使用した後でも、高い作動効率及
び安全性を示す。特に、電極活性材料の含有量を最大限にし、それによって、比較的小さ
なサイズを有し、高度に集積されたバッテリーを実現することができる。
【００６５】
　また、電極アセンブリーは、単位電池がセパレータシートにより、第一段階にある単位
電池から最も外側にある単位電池に、連続的に取り囲まれる構造に構築される。従来の技
術では、バッテリーの反復充電及び放電の際、電極とセパレータシートとの間の界面接触
が維持されず、その結果、バッテリーの容量及び作動性能が急速に低下する。従って、界
面の接触を連続的に維持できるように、界面を安定して圧迫する圧力が必要である。本発
明による上記の構造を有する電極アセンブリーでは、プルセルを積み重ねる時、セパレー
タシートをそれぞれのプルセル同士の間に配置し、その結果、プルセル間の電極を効果的
に使用することができる。また、セパレータシートを巻き上げる時に発生する圧力が、電
池の電極とセパレータシートとの間の界面を圧迫し、従って、本発明の電極アセンブリー
は、バッテリーの作動性能及び安全性の観点から非常に優れている。
【００６６】
　電極アセンブリーは、同じ極性を有する電極タブが全て一緒に予め決められた位置に配
置される構造に構築される。例えば、電極タブを電極アセンブリーの上側及び下側末端ま
たは左側及び右側に配置することができる。好ましくは、電極タブは、電極アセンブリー
の上側末端に配置する。また、カソードタブ及びアノードタブの位置は、カソードタブ及
びアノードタブが互いに対向するように、特に制限することができる。例えば、カソード
タブ及びアノードタブは、垂直または横方向に配置することができる。好ましくは、カソ
ードタブ及びアノードタブは、カソードタブ及びアノードタブが互いに対向する状態で、
電極アセンブリーの左側の上側末端及び右側の上側末端に配置する。
【００６７】
　本発明の電極アセンブリーは、カソードとアノードとの間の電気化学的反応により電気
を発生する電気化学的電池に使用することができる。電気化学的電池の代表例には、スー
パーキャパシタ、ウルトラキャパシティ、二次バッテリー、燃料電池、各種センサー、電
解装置、電気化学的反応器、等が挙げられる。好ましくは、電気化学的電池は二次バッテ
リーである。
【００６８】
　二次バッテリーは、充電及び放電可能な電極アセンブリーをバッテリーケース中に取り
付け、イオン含有電解質で含浸させる構造に構築される。好ましい実施態様では、二次バ
ッテリーはリチウム二次バッテリーである。
【００６９】
　本発明のリチウム二次バッテリーは、特にBluetooth系可動装置に取り付けた小型電源
として使用するのが好ましい。本発明のリチウム二次バッテリーをそのような用途に使用
する場合、リチウム二次バッテリーは小型で軽量であるのが好ましい。二次バッテリーの
重量を下げるための好ましい例は、電極アセンブリーが、アルミニウムラミネートシート
から製造された小袋形ケース中に取り付けられる構造に二次バッテリーを構築することで
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ある。リチウム二次バッテリーは、本発明が関与するこの分野で良く知られており、従っ
て、その関連する説明は行わない。
【００７０】
　本発明の上記の、及び他の目的、特徴及び利点は、添付の図面を参照しながら記載する
下記の詳細な説明により、より深く理解される。
【好ましい実施態様の詳細な説明】
【００７１】
　ここで、添付の図面を参照しながら、本発明の好ましい実施態様を詳細に説明する。し
かし、本発明の範囲は、例示する実施態様に限定されるものではない。
【００７２】
　図4～7は、単位電池を第二セパレータシート上に第一段階から第n段階に連続的に配置
し、本発明の好ましい実施態様による電極アセンブリーを製造する例を典型的に例示する
。参考のため、各単位電池の記号(+)及び(-)は、カソード及びアノードをそれぞれ示し、
カソード及びアノードの位置は電極タブの方向を示す。また、プルセルは、基本単位とし
て、カソード/セパレータ/アノード構造に構築され、バイ-セルは、Ｃ型バイ-セル(アノ
ード/セパレータ/カソード/セパレータ/アノード)である。
【００７３】
　これらの図に関して、予め決められた間隔区域がセパレータシート500の一端とセパレ
ータシート500の、巻き上げが開始される第一段階との間に配置されている。間隔区域は
、1回の巻き上げにより第一段階に配置された単位電池の最上部を取り囲むのに十分な長
さＬを有する。間隔区域は、第一段階と第二段階との間に位置することができる。この場
合、第一段階単位電池の下側電極は、第二段階単位電池の上側電極の上になり、第一段階
単位電池は第二セパレータシートにより取り囲まれる。従って、上記の関係を考慮すると
、上側及び下側電極の位置を変えるだけで十分である。例えば、第一段階単位電池がプル
セルである図4では、第一段階プルセル111が第二セパレータシート500の上に位置し、第
一段階プルセル111の下側電極がカソードになるように第一段階プルセル111を反転させて
ある。他方、第一段階単位電池が単位電極である図5では、上側電極及び下側電極が同じ
である。従って、間隔区域が第一段階と第二段階との間に配置されても、変える必要は無
い。
【００７４】
　一方、単位電池としてのプルセル111及び121(図4参照)及びプルセル211及び221(図5参
照)、または単位電極311及び321(図6参照)及び単位電極411及び421(図7参照)は、巻き上
げ開始点である第一段階111、121、211、221、311、321、411、及び421に位置する。単位
電極としてのアノード、Ｃ型バイ-セル、または下側電極がアノードであるプルセルは、
第n段階116、126、215、225、317、326、416、及び425及び第n-1段階115、125、214、224
、316、325、415、及び424に位置する。
【００７５】
　従って、電極アセンブリーに包含されるアノードの数は、電極アセンブリーに包含され
るカソードの数より1だけ大きく、アノードは、電極アセンブリーのそれぞれの最も外側
にある電極として位置し、それによって、アノードの表面におけるリチウムイオンの樹枝
状晶成長を防止することができる。また、隣接する単位電池の電極タブは、対称的様式で
配置され、各段階に位置する単位電池のカソードタブ及びアノードタブは、それらの左側
及び右側の上側末端で互いに対向している。従って、第一段階から巻き上げることにより
、電極アセンブリーを製造する場合、同じ極性の電極タブが全て同じ位置に配置され、ア
ノードタブ及びカソードタブが、それらの左側及び右側の上側末端に形成され、互いに対
向している。
【００７６】
　従って、アノードが、電極アセンブリーのそれぞれの最も外側にある電極に位置する構
造では、カソードまたはアノード数は奇数であり、一連の連続的な工程により複数の同じ
電極アセンブリーが連続的に製造される場合、奇数の電極は対を作らず、その結果、その
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電極は廃棄される。
【００７７】
　具体的には、構造110、210、310、及び410で、電極タブの数が奇数である電極はカソー
ドであり、電極タブが、それらの左側及び右側の上側末端に形成される隣接する2個の電
極が対を作る場合、電極タブがその右側の上側末端に形成される1個のカソードは、左で
ある。他方、構造120、220、320、及び420で、電極タブの数が奇数である電極はアノード
であり、電極タブがその右側の上側末端に形成される1個のカソードは、左である。従っ
て、複数の電極アセンブリーが、一連の連続的な工程により連続的に製造される場合、奇
数の電極は、必然的に左であり、その結果、製法の効率が低下し、材料の無駄が生じる。
本発明の製造方法を使用する場合、奇数の電極を2個の電極シートの形態で供給すること
ができ、それによって、上記の問題を根本的に解決する。
【００７８】
　以下に、本発明を添付の図面を参照しながら、より詳細に説明する。
【００７９】
　図4及び5は、単位電池を第二セパレータシート500上に交互に配置し、プルセル111、12
1、211、及び221を第二セパレータシートの第一末端に配置した構造を例示する図である
。特に、図4は、第二セパレータシートの第一末端に配置されたプルセル111及び121の下
側電極がアノードである構造を例示する図であり、図5は、第二セパレータシートの第一
末端に配置されたプルセル211及び221の下側電極がカソードである構造を例示する図であ
る。また、構造110及び210は、電極アセンブリーの奇数の電極がカソードであるように構
築されており、構造120及び220は、電極アセンブリーの奇数の電極がアノードであるよう
に構築されている。
【００８０】
　従って、フルセルを第一段階に配置する場合、単位電池としてのプルセルが交互に配置
され、単位電極としてのアノードまたはＣ型バイ-セルが第n段階に配置される。
【００８１】
　また、図6及び7は、単位電池としてのプルセルを同じ向きの構造で配置し、単位電極31
1、321、411、及び421を第二セパレータシート500の第一末端に配置した構造を例示する
。特に、図6は、第二セパレータシートの第一末端に配置された単位電極311及び321がカ
ソードである構造を例示する図であり、図7は、第二セパレータシートの第一末端に配置
された単位電極411及び421がアノードである構造を例示する図である。また、構造310及
び410は、電極アセンブリーの奇数の電極がカソードであるように構築されており、構造3
20及び420は、電極アセンブリーの奇数の電極がアノードであるように構築されている。
【００８２】
　従って、単位電極を第一段階に配置する場合、単位電池は同じ向きの構造に配置される
、すなわち単位電池の、第二セパレータシートと接触する下側電極は同じ構造に配置され
る。第一段階における単位電極がカソードである場合、アノードが電極アセンブリーの最
も外側にある電極として配置されるように、単位電極としてのアノードが第n-1段階及び
第n段階に配置される。
【００８３】
　上記の構造の中で、構造110及び220は、製造工程の観点から特に好ましい。
【００８４】
　図8及び9は、本発明の一実施態様により、奇数電極シートの構造で供給される2個の電
極シート及び偶数電極シートの構造で供給される1個の電極シートを例示する典型的な図
である。
【００８５】
　先ず図8に関して、奇数電極シート600及び800、すなわち電極タブが電極の左側の上側
末端に形成される単一電極が連続的に形成される構造に構築された第一の電極シート600
、及び電極タブが電極の右側の上側末端に形成される単一電極が連続的に形成される構造
に構築された第二の電極シート800、及び電極タブが電極の左側の上側末端に形成される
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単一電極と電極タブが電極の右側の上側末端に形成される単一電極とが対で繰り返し形成
される構造に構築された偶数電極シート700を例示する。
【００８６】
　第一電極シート600及び第二電極シート800は、別の供給装置からそれぞれ供給される。
単一電極は、電極タブが左側の上側末端、これは、偶数電極シート700の第一段階に位置
する単一電極のタブ方向である右側の上側末端と対向する、に形成される構造に構築され
た第一電極シート600から供給される。続いて、単一電極が第二電極シート800から供給さ
れる。すなわち、単一電極は、交互の様式で供給される。従って、電極アセンブリーを製
造する場合、電極タブが奇数である電極は、第一電極シート600及び第二電極シート800か
ら交互に供給される。従って、電極アセンブリーが一連の連続的工程により連続的に製造
されるが、材料の無駄は防止される。
【００８７】
　図9に関して、奇数電極シート650及び850は、電極タブが電極の左側の上側末端に形成
される単一電極と電極タブが電極の右側の上側末端に形成される単一電極とが繰り返し対
になって形成される構造に構築された主要電極シート650、及び電極タブが、主要電極シ
ート650の第一段階に形成される単位電極の電極タブと同じ方向に配置される単一電極が
連続的に形成される構造に構築された補助電極シート850を包含する。偶数電極シート750
は、図5と同じ構造に構築される。すなわち、偶数電極シート750は、電極タブが電極の左
側の上側末端に形成される単一電極及び電極タブが電極の右側の上側末端に形成される単
一電極が繰り返し対になって形成される構造に構築される。従って、主要電極シート650
は、必要とされる電極を先ず第n-1段階に供給するのに対し、補助電極シート850は、電極
を第n段階にのみ供給する。この理由から、ほとんどの単一電極は主要電極シートから供
給され、残りの単一電極は補助電極シート850から供給されて偶数を造り、それによって
、一連の連続的工程の際の材料の無駄が防止される。
【００８８】
　一方、示してはいないが、補助電極シートが、主要電極シート650の第一段階に形成さ
れた単位電極の電極タブと反対方向に電極タブが配置される単一電極が連続的に形成され
る構造に構築される場合、第一に必要とされる偶数電極は、補助電極シートから供給する
ことができ、第二段階から第n段階に必要とされる偶数電極は、主要電極シートから供給
することができる。
【００８９】
　図10は、図8の電極シート及びセパレータシートを使用し、図4に示す配列構造で、電極
アセンブリーを製造する方法を例示する典型的な図である。
【００９０】
　電極シート600、700、及び800、第一セパレータシート910、及び第二セパレータシート
920を垂直に配置する。これらのシートは、やはり垂直に配置した供給装置から供給する
。具体的には、第一カソードシート600、第一セパレータシート910、アノードシート700
、第一セパレータシート910、第二カソードシート800、及び第二セパレータシート920を
、上から順に配置する。これらのシートは、それぞれの供給装置から供給する。偶数電極
用のアノードシート700は、アノードタブが電極の右側の上側末端に形成されている単一
電極701及びアノードタブが電極の左側の上側末端に形成されている単一電極702が繰り返
し対になって形成される構造に構築される。アノードシート700は、アノードシート供給
装置710から供給される。他方、2個のカソードシート600及び800は、奇数電極用に供給さ
れる。第一カソードシート600は、カソードタブが電極の左側の上側末端に形成された単
一電極が連続的に形成される構造に構築され、第二カソードシート800は、カソードタブ
が電極の右側の上側末端に形成された単一電極が連続的に形成される構造に構築される。
第一カソードシート600及び第二カソードシート800は、第一カソードシート供給装置610
及び第二カソードシート供給装置810から交互に供給される。
【００９１】
　二個の第一セパレータシート910は、第一セパレータシート910がアノードシート700及
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びカソードシートの一方、例えばカソードシート600、の下に配置されるように供給され
る。第一セパレータシート910は、アノードシート供給装置710及び第一カソードシート供
給装置610から同時に供給しながら、第一セパレータシート910をアノードシート700及び
カソードシート600にそれぞれ連結することができる。あるいは、第一セパレータシート9
10を別の第一セパレータシート供給装置911から供給することもできる。
【００９２】
　一方、第二セパレータシート920は、別の第二セパレータシート供給装置921から連続的
に供給することができる。
【００９３】
　先ず、カソードタブが電極の左側の上側末端に形成されている第一カソード601が第一
カソードシート供給装置610から供給され、同時に、アノードタブが電極の右側の上側末
端に形成されている第一アノード101がアノードシート供給装置710から供給される。また
、第一カソード611と第一アノード701との間に配置される第一セパレータシート910が第
一セパレータシート供給装置911から供給される。電極とセパレータが、電極間にセパレ
ータが配置された状態で積み重ねられ、第二セパレータシート供給装置921から供給され
る第二セパレータシート920の上に、第一プルセル111の形態で配置される。
【００９４】
　続いて、アノードタブが電極の左側の上側末端に形成されている第二アノード712がア
ノードシート供給装置710から供給され、同時に、カソードタブが電極の右側の上側末端
に形成されている第二カソード612が第二カソードシート供給装置610から供給される。第
一セパレータシート910が第二アノード712と第二カソード612との間に配置され、この積
重構造が、連続的に供給される第二セパレータシート920の上に、第二プルセルの形態で
配置される。第二プルセル及び第一プルセル111は、隣り合わせに配置される。
【００９５】
　このようにして、奇数電極であるカソードが、2基のカソードシート供給装置を通して
、2個のカソードシートから供給され、それによって、材料の無駄を根本的に防止するこ
とができる。
【００９６】
　図11は、図10の方法により製造した電極アセンブリーを例示する典型的な図である。
【００９７】
　第三プルセル113及び第五プルセル115は、第一プルセル111の上に配置される。第二プ
ルセル112、第四プルセル114、及び第六段階アノード116は、第一プルセル111の下に配置
される。従って、全てのカソードタブが電極アセンブリーの右側に配置され、全てのアノ
ードタブが電極アセンブリーの左側に配置される。第五プルセル115の下側電極、すなわ
ちアノード、は、電極アセンブリーの最上末端に位置し、第六段階に配置される第六単位
電極、すなわちアノード116、は電極アセンブリーの最下末端に位置する。第二セパレー
タシート500の末端は、例えば熱溶接または接着テープ550により固定することができる。
【００９８】
　従って、電極アセンブリーは、アノードが比較的大きな区域を占める構造に構築される
ので、アノードにおけるリチウムイオンの樹枝状晶成長を最大限に抑制し、効果的な空間
活用を達成し、電極活性材料の含有量を最大限にすることができ、それによって、高度に
集積されたバッテリーを実現することができる。
【００９９】
　本発明の好ましい実施態様を例示のために開示したが、当業者には明らかなように、請
求項に記載する本発明の範囲及び精神から離れることなく、様々な修正、追加、及び置き
換えが可能である。
【産業上の利用可能性】
【０１００】
　上記の説明から明らかなように、本発明の方法により製造された電極アセンブリーは、
電極の損失を根本的に阻止し、それによって、電極アセンブリーの製造コストを大きく下
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げることができる。また、本発明による電極アセンブリーの製造方法は、一連の連続的な
工程により電極アセンブリーを効率的に製造し、それによって、生産性を大きく向上させ
ることができる。従って、本発明による電極アセンブリーの製造方法により製造された電
極アセンブリーは、従来の積重/折り重ね型電極アセンブリーに匹敵する高い作動効率及
び安全性を示し、高い生産性で製造することができる。さらに、アノードが電極アセンブ
リーの最も外側にある電極に位置するので、本発明の電極アセンブリーは、電極アセンブ
リーを長期間使用した後でも、高い作動効率及び安全性を示す。
【図面の簡単な説明】
【０１０１】
【図１】図1は、従来の積重/折り重ね型電極アセンブリーの代表的な構造を例示する典型
的な図である。
【図２】図2は、図1の積重/折り重ね型電極アセンブリーの製造工程における単位電池の
代表的な配列組合せを例示する典型的な図である。
【図３】図3は、本発明の電極アセンブリーにおけるバイ-セルとして使用できる代表的な
Ｃ型バイ-セルを例示する典型的な図である。
【図４】図4及び5は、単位電池を第二セパレータシート上に交互に配置し、プルセルを第
二セパレータシートの第一末端に配置した構造を例示する図であり、図4は、第二セパレ
ータシートの第一末端に配置されたプルセルの下側電極がアノードである構造を例示する
図であり、図5は、第二セパレータシートの第一末端に配置されたプルセルの下側電極が
カソードである構造を例示する図である。
【図５】図4及び5は、単位電池を第二セパレータシート上に交互に配置し、プルセルを第
二セパレータシートの第一末端に配置した構造を例示する図であり、図4は、第二セパレ
ータシートの第一末端に配置されたプルセルの下側電極がアノードである構造を例示する
図であり、図5は、第二セパレータシートの第一末端に配置されたプルセルの下側電極が
カソードである構造を例示する図である。
【図６】図6及び7は、単位電池を第二セパレータシート上に交互に配置し、単位電極を第
二セパレータシートの第一末端に配置した構造を例示する図であり、図6は、第二セパレ
ータシートの第一末端に配置された単位電極がカソードである構造を例示する図であり、
図7は、第二セパレータシートの第一末端に配置された単位電極がアノードである構造を
例示する図である。
【図７】図6及び7は、単位電池を第二セパレータシート上に交互に配置し、単位電極を第
二セパレータシートの第一末端に配置した構造を例示する図であり、図6は、第二セパレ
ータシートの第一末端に配置された単位電極がカソードである構造を例示する図であり、
図7は、第二セパレータシートの第一末端に配置された単位電極がアノードである構造を
例示する図である。
【図８】図8及び9は、本発明の一実施態様により、奇数電極シートの構造で供給される2
個の電極シート及び偶数電極シートの構造で供給される1個の電極シートを例示する典型
的な図である。
【図９】図8及び9は、本発明の一実施態様により、奇数電極シートの構造で供給される2
個の電極シート及び偶数電極シートの構造で供給される1個の電極シートを例示する典型
的な図である。
【図１０】図10は、図8の電極シート及びセパレータシートを使用し、図4に示す配列構造
で、電極アセンブリーを製造する方法を例示する典型的な図である。
【図１１】図11は、図10の方法により製造した電極アセンブリーを例示する典型的な図で
ある。
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【要約の続き】
及び奇数の電極を2個の電極シートから、及び偶数の電極を１個の電極シートから供給することを含んでなる、方法
を開示する。
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